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1.試験観測の概要 

海洋レーダによる波浪観測と波浪観測精度を向上させることを目的として 13.5MHz 海洋レーダ（アン

テナ設置範囲 114m×6m）を静岡県御前崎港に設置し、試験観測を行った。 

 

2.観測海域の波浪特性 

海洋レーダの観測海域周辺にて比較できる波浪計は、御前崎港沖に設置されている GPS波浪計（離岸

距離約 22ｋｍ、水深 120ｍ）がある。試験観測期間中に GPS波浪計で観測された波浪は、有義波高 2～

3m、有義波周期 4～6sが多く、もっとも高い波高は台風時の 5.4mであった。 

 

3. 海洋レーダのノイズ対策 

海洋レーダの波浪観測精度の向上策は、観測装置と波浪解析ソフトの両面から検討した。観測装置で

はノイズ源調査を行い、受信しているノイズ源を特定し、ノイズ対策を実施した。ソフトウェア（波浪

解析ソフト）については、観測データに含まれるノイズを SN比で評価するとともに海洋レーダの観測

データの空間的な処理方法の見直すことでノイズ対策を実施した。 

 

4. ノイズ対策の結果 

海洋レーダのノイズ対策後波高、周期ともに相関係数は向上した。 

 

5. 今後の課題 

 観測データにノイズが混入する以外に流れ場の状況によって 1次散乱ピークが双峰型になる現象が確

認されている。波浪観測精度の向上させるためには、1次散乱と 2次散乱を正確に分離することが重要

であるため、今後この対策方法について検討する。 

 


